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直
接
資
源
を
採
取
す
る
人
々
の
数
は
半
減
以
上
に
な
り
ま
し

た
。
原
材
料
の
確
保
が
心
配
さ
れ
る
事
態
で
す
。

  

第
二
次
産
業
（
鉱
工
業
・
製
造
業
・
建
設
業
な
ど
）、
自

然
か
ら
採
取
し
た
資
源
を
加
工
し
て
有
用
な
財
を
作
り
出
す

仕
事
で
働
く
人
々
の
数
も
七
割
近
く
に
減
少
し
ま
し
た
。　

　

第
三
次
産
業
（
商
業
・
金
融
・
情
報
業
・
医
療
福
祉
・
教

育
な
ど
）、
直
接
、
物
を
採
取
し
た
り
、
加
工
し
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
職
場
で
働
く
人
々
の
数
は
四
割
増
加
し
ま
し
た
。

　

第
三
次
産
業
で
働
く
人
々
は
、
第
一
次
産
業
・
第
二
次
産

業
で
働
く
人
々
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
人
達
で
す
。
第

一
次
・
第
二
次
産
業
の
生
産
性
向
上
・
効
率
化
が
行
わ
れ
て

も
、
効
率
化
に
は
限
界
が
あ
る
以
上
、
我
々
の
暮
ら
し
の
今

後
の
確
保
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

■
働
く
人

（々
就
労
者
）が
減
少
し
た
仕
事
（
図
3
）

●
農
林
水
産
業
：
五
割
以
下
に
な
り
ま
し
た
。
米
の
生
産
量

は
九
九
三
五
ト
ン
か
ら
八
二
七
三
ト
ン
と
八
％
減
少
し
ま
し

た
。
食
料
自
給
率
は
五
〇
％
か
ら
三
七
％
に
激
減
し
ま
し
た
。

海
上
交
通
路
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
す
る
と
大
変
で
す
。

●
製
造
業
：
働
く
人
々
の
数
は
七
割
以
下
に
減
少
し
ま
し
た
。

工
場
（
事
業
所
）
数
が
四
・
三
万
か
ら
一
・
六
万
と
四
割
近

く
減
少
し
ま
し
た
。
国
内
工
場
の
生
産
効
率
が
急
速
に
進
ん

だ
こ
と
と
、
海
外
へ
の
工
場
移
転
の
た
め
で
す
。
加
え
て
の

問
題
は
、
粗
利
の
激
減
で
す
。
三
〇
年
前
、
生
産
額
に
占
め

る
原
材
料
費
の
割
合
は
五
八
％
程
度
で
し
た
が
、
現
状
は
七

〇
％
で
す
。
原
材
料
費
の
高
騰
に
加
え
て
、
過
剰
生
産
・
国

際
競
争
の
激
化
の
た
め
で
す
。
政
府
が
、
人
件
費
の
削
減
、

さ
ら
な
る
職
場
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
を
目
指
し
て
、「
働
き
方
改

革
」
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
根
本
の
理
由
で
す
。

■
働
く
人

（々
就
労
者
）が
増
加
し
た
仕
事
（
図
3
）

●
医
療
・
福
祉
：
三
〇
年
間
に
三
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
数
は
二
〇
万
か
ら
三
四
万
と
七
割
以
上
の
増
加
で
す
。

医
学
生
の
増
加
に
加
え
、
高
齢
医
師
が
働
き
続
け
て
い
る
た

め
で
す
。
歯
科
医
師
数
も
七
万
か
ら
一
一
万
と
六
割
近
く
の

増
加
で
す
。
薬
剤
師
数
は
一
四
万
か
ら
三
一
万
と
二
・
二
倍

の
激
増
で
す
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
国
民
医
療
費
は
一
九

兆
円
か
ら
四
三
兆
円
へ
と
二
・
三
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

前
記
の
よ
う
に
、
製
造
業
で
は
四
六
六
万
人
の
人
々
が
職

を
失
い
ま
し
た
が
、
医
療
・
福
祉
で
五
九
六
万
人
の
雇
用
の

場
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
失
業
率
の
低
下
を
防
い
だ
と
言
う

意
味
で
は
有
効
な
政
策
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
こ
と
で
す
。

し
か
も
、
医
療
・
福
祉
で
働
く
人
々
の
賃
金
は
製
造
業
の
七

割
程
度
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
全
体
の
雇
用
対
策
と

し
て
は
成
功
と
言
え
る
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

●
教
育
：
増
加
し
た
と
は
言
え
二
割
以
下
で
す
。
大
学
数
は

四
九
〇
か
ら
六
一
七
（
一
・
二
六
倍
）、
学
生
数
は
二
一
〇

万
人
か
ら
三
〇
〇
万
人
（
一
・
四
三
倍
）
に
増
加
し
ま
し
た
が
、

教
員
数
は
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な
い
た
め
で
す
。
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
は
、
教
員
の
担
当
コ
マ
数
（
授
業
時
間
数
）
の
増

加
で
す
。

　

一
昔
前
の
大
学
の
教
員
の
仕
事
は
「
研
究
・
教
育
」
で
し

た
が
、
目
下
は
「
教
育
専
念
」
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

世
界
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
日
本
の
大
学
の
ラ
ン
キ
ン

グ
は
ど
ん
ど
ん
ダ
ウ
ン
す
る
理
由
で
す
。

■
次
の
時
代
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

　

『
平
成
の
三
十
年
間
に
、
わ
が
国
は
人
が
人
の
面
倒
を
み

る
職
場
（
医
療
・
福
祉
、
教
育
）
で
働
く
人
々
の
数
が
一
一

七
七
万
人
（
人
口
の
約
一
割
）
と
い
う
、〝
桃
源
郷
の
国
〟

世
界
一
の
素
晴
ら
し
い
国
』
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
に
、
国
の
債
務
（
借
金
）
残
高
は
二
七

一
兆
円
か
ら
一
三
九
六
兆
円
（
国
家
予
算
の
十
年
分
以
上
）

に
増
加
し
ま
し
た
。
債
務
の
増
加
の
原
因
は
、
ま
ず
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
民
総
生
産
額
）
が
米
国
に
次
い
で
の
世
界
二
位
か
ら

三
位
に
転
落
し
た
こ
と
、
国
民
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世

界
九
位
か
ら
二
二
位
に
低
下
し
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
国
力
・

経
済
力
の
低
下
の
た
め
で
す
。
加
え
て
、
税
金
を
殖
や
し
て

い
な
い
た
め
で
す
。
世
界
の
社
会
保
障
国
家
は
い
ず
れ
も
消

費
税
二
〇
～
二
五
％
。
一
〇
％
に
も
出
来
な
い
わ
が
国
で
は

借
金
が
殖
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
の
次
の
時
代
は
、『
国
が
破
産
し
て
、
ど
こ
か
の
国

の
属
国
（
支
配
さ
れ
る
国
）
に
な
る
』
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
た
め
の
必
死
の
努
力
が
必
要
で
す
。
政
府
・
政
権
は

北
方
領
土
の
返
還
、 

ｉ
Ｐ
Ｓ
研
究
、 

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
開
発
の
よ
う

な
夢
を
追
う
政
策
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
置

か
れ
た
厳
し
い
経
済
状
況
を
国
民
に
伝
え
、
国
民
生
活
に
我

慢
を
強
い
る
こ
と
を
覚
悟
の
上
で
で
す
。『
財
政
健
全
化
を

至
上
目
標
』
と
す
る
政
府
・
政
権
の
誕
生
、
国
民
の
良
識
の

向
上
を
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

中央診療所だより　

平
成
の
時
代
は
あ
と
一
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
三

十
年
間
、
私
達
の
周
辺
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
を
整
理
し

て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
超
高
齢
社
会
・
超
長
寿
社
会

　

高
齢
者
（
六
五
歳
以
上
）
の
人
口
は
一
・
九
〇
倍
に
増
加
、

高
齢
化
率
は
二
九
％
の
超
高
齢
社
会
と
な
り
ま
し
た
。
平
均

寿
命
は
、
男
女
は
と
も
に
六
歳
の
延
命
と
な
り
男
性
は
八
一

歳
、
女
性
は
八
八
歳
の
超
長
寿
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

『
め
で
た
い
、
素
晴
ら
し
い
、
夢
の
社
会
実
現
』
で
す
。

■
働
く
人

（々
就
労
者
）の
年
齢
の
変
動
（
図
1
）

　

未
成
年
の
就
労
者
数
は
三
十
年
間
に
半
分
以
下
に
な
り
ま

し
た
。
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
進
学
者
の
増

加
も
大
き
な
理
由
で
す
。
大
学
進
学
率
は
二
五
％
か
ら
五
一

％
と
倍
増
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
高
齢
者
の
就
労
者
数
は
倍
増
し
ま
し
た
。
年
金
の

少
な
さ
と
い
つ
ま
で
生
き
る
の
か
の
不
安
感
が
原
因
で
す
。

首
相
か
ら
「
一
億
総
活
躍
」
と
言
わ
れ
な
く
と
も
、「
死
ぬ

ま
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
国
」
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

■
職
場（
産
業
）別
就
労
者
数
の
変
動
（
図
2
）

　

第
一
次
産
業
（
農
業
・
林
業
・
漁
業
な
ど
）、
自
然
か
ら

平
成
の
三
十
年

―
働
く
人
々
と
職
場
の
変
遷
―
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図 1．就労者数の年齢別の推移
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図 3．就労者数が減少した職場，増加した職場
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図 2．産業別就労者数の推移
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4,000

6,000

万人 6,011
6,514 6,385 6,372 全就労者数（1.06倍）

第二次産業（0.73倍）
　鉱業，採石業，砂利採取業，
　建設業，製造業

第一次産業（0.45倍）
　農業，林業，漁業
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2,021 2,133
1,684 1,475

474 343 288 215

第三次産業（1.41倍）
電気・ガス・熱供給・水道業，情報通信
業，運輸業，郵便業，卸売業，小売業，
金融業，保険業，不動産業，物品賃貸
業，学術研究，専門・技術サービス業，
宿泊業，飲食サービス業，生活関連サ
ービス業，娯楽業，教育，学習支援業，
医療，福祉，複合サービス事業，他に
分類されないサービス業，公務


